


トを11)¥ゆくまで満喫高原リゾー

立山山麓家族旅行村

レポーター:堀口明美さん(富山国際大学)
(表紙の人)

と
と守宅Tムベn

雄
大
な
北
ア
ル
プ
ス
と
遠
く
に
広
が
る
富
山
平
野
、
き

ら
め
く
日
本
海
を
眺
望
で
き
る
立
山
山
麓
は
、
四
季

折
々
の
自
然
を
満
喫
し
な
が
ら
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を

存
分
に
楽
し
め
る
県
内
で
も
指
折
り
の
高
原
リ
ゾ
ー
ト

地
。
今
回
、
私
は
そ
の
中
の
一
つ
、
立
山
山
麓
家
族
旅

行
村
を
訪
れ
ま
し
た
。
さ
っ
そ
く
中
村
村
長
さ
ん
に
村

内
を
案
内
し
て
も
う
い
ま
し
た
。

こ
と
に
は
、
全
部
で
二
十
棟
の
宿
泊
施
設
「
ケ
ビ
ン
」

が
あ
り
ま
す
。
ケ
ビ
ン
に
は
パ
ス
、
ト
イ
レ
、
キ
ッ
チ

ン
な
ど
が
完
備
。
ま
た
、
隣
接
す
る
キ
ャ
ン
プ
場
に
は
、

炊
事
棟
や
シ
ャ
ワ
ー
棟
な
ど
も
あ
り
、
気
軽
に
ア
ウ
ト

ド
ア
ラ
イ
フ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
口

さ
て
、
キ
ャ
ン
プ
と
い
え
ば
、
や
っ
ぱ
り
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
D

こ
こ
で
は
、
食
材
の
販
売
か
ら
調
理
用
具
の
貸

出
し
ま
で
行
っ
て
い
る
の
で
、
煩
わ
し
い
準
備
が
い
っ
さ

』，澄
ん
だ
空
気
の
な
か
で
遊
歩
道
を
散
策

い
不
要
で
す
。
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
お
芯
か
が
い
っ
ぱ
い
に

什
ゆ
っ
た
ら
、
近
く
の
芝
生
広
場
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ス
レ

チ
ッ
ク
で
遊
、ぶ
も
よ
し
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
で
汗
を
流
す
も

よ
し
・
:
。
な
か
で
も
、
私
の
お
勧
め
は
パ

l
ク
ゴ
ル
フ
。

大
き
め
の
ポ

i
ル
を
木
製
の
ク
ラ
ブ
で
打
つ
こ
の
ゲ
ー

ム
は
、
子
ど
も
か
う
お
年
寄
り
ま
で
遊
べ
る
こ
と
う
け

あ
い
で
す
。
ま
た
、
鳥
の
声
や
木
々
が
風
に
そ
よ
ぐ
音

を
聞
き
な
が
ら
、
随
所
に
巡
ら
さ
れ
た
遊
歩
道
を
散
策

す
る
の
も
楽
し
い
と
思
い
ま
す
よ
。

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
立
山
山
麓
は
高
原
リ
ゾ
ー
ト
の
メ

ッ
カ
と
し
て
最
盛
期
を
迎
え
ま
す
。
皆
さ
ん
も
立
山
山

麓
家
族
旅
行
村
で
、
爽
や
か
芯
高
原
の
風
に
吹
か
れ
て

み
ま
せ
ん
か
。

問
合
せ

立
山
山
麓
家
族
旅
行
村
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被
災
者
の
痛
み
が
わ
か
多
消
防
士
に

「
私
が
こ
の
意
見
発
表
会
に
出
場
し
よ
う
と
思
っ

た
の
は
、
昨
年
七
月
に
起
き
た
あ
る
工
場
火
災
が
き

っ
か
け
な
ん
で
す
」
と
語
る
の
は
、
六
月
十
二
日
、

京
都
で
開
催
さ
れ
た
第
二
十
回
全
国
消
防
職
員
意
見

発
表
会
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
岩
瀬
消
防
署
消
防

課
の
鈴
木
伸
二
さ
ん
。

論
題
は

『被
災
者
か
ら
の
シ
グ
ナ
ル
」
。
「現
場
に

駆
け
つ
け
た
と
き
は
、
も
う
建
物
は
火
に
包
ま
れ
て

い
ま
し
た
。
そ
ん
な
危
険
な
状
況
下
で
、
工
場
の
人

た
ち
が
水
道
用
の
ホ

l
ス
を
使
っ
て
懸
命
に
火
を
消

そ
う
と
し
て
い
た
ん
で
す
」
。
鈴
木
さ
ん
は
、
あ
と
は

自
分
た
ち
に
任
せ
る
よ
う
言
い

ま
し
た
が
、
な
お
も
消
火
を
続

け
よ
う
と
す
る

一
人
の
従
業

員
。
「
そ
の
人
は
私
に
『
巾
の

機
械
は
ど
う
し
て
も
守
っ
て
く

れ
」
と
叫
び
ま
し
た
。
そ
の
後
、

ほ
か

の
部
隊
の
応
援
も
あ
り
、

工
場
内
の
機
械
に
火
が
回
る
前

に
消
し
止
め
る
乙
と
が
で
き
た

ん
で
す
」
。
消
火
作
業
を
終
え
、

ホ

ッ
と
ひ
と
息
つ
く
鈴
木
さ
ん

が
偶
然
耳
に
し
た
の
は
、
焼
け

残
っ
た
事
務
所
で
の
従
業
員
た

ち
の
会
話
。
火
災
直
後
に
被
災

者
の
声
を
直
に
聞
く
の
は
初
め

古語

• 

て
で
し
た

D

「
全
焼
と
い

員

う

最

悪

の

事

態

は

回

避

曙

w
t岬

し

た

も

の

の

、

会

話

か

砧

ら

は

悲

し

く

半

い

様

子

{

せ

一
見

が

ひ

し

ひ

し

と

伝

わ

っ

一

山
花

圃
国
巨
回

て
き
た
ん
で
す
。
そ
れ

回一健
副一
で

ま
で
は
、
漫
然
と
火
を

¥

融
措

消
す
ご
と
だ
け
を
考
え

預
助

d
f
 

て
い
ま
し

た
。

で
も
、

k
駒

被
災
者
か
ら
の
シ
グ
ナ

、

」
企

ル
を
敏
感
に
察
知
し
、
心
の
痛
み
を
感
じ
な
が
ら
気

持
ち
を
込
め
て
消
火
に
あ
た

っ
て
こ
そ
、
真
の
消
防

士
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
ん
で
す
」
。
そ
の
時
の
決
意

を
発
表
す
る
鈴
木
さ
ん
の
ひ
と
言
ひ
と
言
が
、
審
査

員
と
約
千
人
の
聴
衆
た
ち
の
胸
を
打

っ
た
の
は
想
像

に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。

「
之
の
仕
事
に
就
い
て
五
年
目
を
迎
え
、
現
場
で
自

分
が
ど
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
ど
ん
な
行
動
を
取
れ
ば
い

い
か
が
つ
か
め
て
き
ま
し
た
」
と
語
る
そ
の
表
情
は
、

消
防
士
と
し
て
の
誇
り
と
自
信
に
あ
ふ
れ
で
い
ま
し

た
。
高
校
時
代
は
甲
子
園
を
め
ざ
し
野
球
に
明
け
暮

れ
て
い
た
と
い
う
鈴
木
さ
ん
は
、
現
在
も
社
会
人
チ

か
な
め

ー
ム
で
守
り
の
要
、
キ
ャ

ッ
チ
ャ
ー
と
し
て
活
躍
。

将
来
は
、
災
害
か
ら
命
と
財
産
を
守
る
消
防
士
の
要

と
し
て
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
口
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複
合
型
コ
ン
ペ

2 

ン
シ
ョ
ン
施
設
が
起
工

富
山
市
大
手
間
地
区
再
開
発
事
業
起
工
式

【

6
月
引
目
}

水
を
生
か
し
た
県
民
の

オ
ア
シ
ス
が
誕
生

富
山
市
長
、
同
公
園
の
設
計
者

で
あ
る
仙
田
満
東
京
工
大
教
授

ら
関
係
者
百
三
十
人
が
出
席
。

中
沖
知
事
が
「
水
と
緑
を
生
か

し
た
こ
の
都
市
公
園
が
、
県
民

の
オ
ア
シ
ス
と
し
て
親
し
ま
れ

る

よ

う
念

願

す

る

」

と

あ

い

さ

つ
。

続
い

て

関

係

者

六
名
が
滝
起
動
の
ス
イ

ッ
チ
を
押
す
と
、

高
さ
三
メ
ー
ト
ル
、
幅
四
十
七
メ
ー
ト

ル
に
わ
た
っ
て
水
が
勢
い
よ
く
流
れ
落

ち
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
奥
田
保
育
園
の

園
児
が
風
船
を

一
斉
に
放
ち
ま
し
た
。

公
園
面
積
九

・
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
う

ち
今
回
完
成
し
た
の
は
、
野
外
劇
場
風

の
広
場
や
滝
、
噴
水
で
構
成
さ
れ
る

「
フ
ロ
ン
ト
デ
ッ

キ
」
と
、
舟
だ
ま
り
の

右
岸
に
設
け
ら
れ
た
芝
生
ス
ロ

ー
プ

「プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
」
の
合
わ
せ
て

一
・

一
ヘ
ク
タ
ー
ル
。
今
年
度
は
、
展
望
塔
と
歩
道
橋
を
組
み
合
わ
せ
る

「
カ
ナ

ル
ブ
リ
ッ
ジ
」
の
工
事
に
着
手

し
、
平
成
十
二
年
ま
で
に
全
面

開
園
す
る
予
定
で
す
。

公
園
の
名
称
に
用
い
ら
れ
て

い
る

H

環
水
μ

と
は
、
富
山
湾

や
日
本
海
と
の
つ
な
が
り
、
さ

ら
に
は
地
球
規
模
の
水
の
循
環

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
言
葉
。
水
と

人
、
そ
し
て
街
を
ひ
と
つ
に
結

ぶ
県
民
の
新
た
な
憩
い
の
場
の

誕
生
で
す
。

富
岩
運
河
環
水
公
園
開
園
式

県
が
富
山
駅
北
地
区
で
「
と

や
ま
都
市

M
I
R
A
I
計
画
」

の
シ
ン
ボ
ル
ゾ

1
ン
と
し
て
整

備
を
進
め
て
き
た
富
岩
運
河
環

水
公
園
が

一
部
完
成
し
、
七
月

一
日
、
現
地
で
開
園
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

式
に
は
、
中
沖
知
事
、
正
橋

'円

伊-.一
~-
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6月11日 青少年育成富山県民会議総会

6月12日 東海北陸ブロック老人福祉施設研究大会

6月16日 6 月定例県議会 (~27 日 )

6月21日 富山市大手町地区市街地再開発事業起工式

6月包日 622ヤング街頭キャンペーン

7月1日 夏の青少年をまもる運動街頭一斉啓発

7月7日 工業技術センター生活科学研究所竣工式

7月8日 第55回国民体育大会・第36回全国身体障害

者スポーツ大会開催決定

男女雇用機会均等推進セミナー 【

7
月
1
日】

富
山
市
大
手
町
地
区
再
開
発
事
業
の
起
工
式

が
六
月
二
十

一
日
、
同
地
区
の
富
山
保
健
所
跡

地
で
関
係
者
約
二
百
人
が
出
席
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

企涼感あふれる人工滝(フロントデッキ)

起
工
式
で
は
、
施
工
者
を
代
表
し
て
中
沖
知

事
、
正
橋
富
山
市
長
、
若
狭
全
日
空
名
誉
会
長

が
か
ま
入
れ
し
て
、
工
事
の
安
全
を
祈
り
ま
し

た
。
続
い
て
、
起
工
記
念
式
典
が
行
わ
れ
、
第

三
セ
ク
タ
ー
富
山
大
手
町
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
社

長
の
正
橋
市
長
が
「
市
の
中
枢
を
担

っ
て
き
た

こ
の
地
が
、
今
後
は
地
方
の
拠
点
と
し
て
発
展

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
中
沖

知
事
は
「
乙
の
施
設
を
核
と
し
て
都
市
の
魅
力

が

一
層
高
ま
り
、
若
者
が
集
い
賑
わ
う
街
と
な

る
こ
と
を
願
う
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
富
山
市
の
中
心
市
街
地
で
あ

る
大
手
町
地
区
に
、
会
議
、
パ
ン
ケ

ッ
ト
、
宿

泊
機
能
が

一
体
化
し
た
複
合
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

施
設
を
建
設
す
る
も
の
で
、
平
成
十

一
年
夏
の

完
成
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
西
地
区
に
は
、
地

上
四
階
、
地
下
二
階
建
て
で
八
百
二
十
人
収
容

の
メ
イ
ン
ホ

l
ル
等
を
備
え
る
富
山
国
際
会
議
場
(
仮

称
)
が
、
東
地
区
に
は
、
十
九
階
建
て
で

二
百
五
十
室

を
有
す
る
富
山
全
日
空
ホ
テ
ル
(
仮
称
)
が
建
設
さ
れ
、

両
者
の
相
乗
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

環
日
本
海
交
流
の
拠
点
を
目
指
す
県
と
国
際
都
市
を

目
指
す
富
山
市
の
双
方
に
と
っ
て
重
要
な
役
割
を
担
う

同
施
設
の
完
成
が
待
た
れ
ま
す
。

企複合型コンベンション完成予想図

J ~同地区第一h

d 建築物事h

企 「若者が集う街に」と述べる中沖知事

「
衣
住
遊
」
製
品
開
発
の

新
拠
点
が
完
成

富
山
県
生
活
工
学
研
究
所
竣
工

【

7
月
7
日】

福
野
町
岩
武
新
に
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
た

富
山
県
生
活
工
学
研
究
所
(
愛
称
一
ハ
イ
タ

ッ

チ
セ
ン
タ
ー
)
が
完
成
し、

七
月
七
日
、
同
研

究
所
で
竣
工
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

中
沖
知
事
、
周

戸
中
部
通
商
産
業
局
産
業
企
画
部
次
長
、
溝
口
福
野

町
長
ら
が
テ

l
プ
カ
ッ
ト
し
た
後
、
産
学
官
の
代
表

者
が
く
す
玉
を
割
っ
て
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。
引
き

続
き
行
わ
れ
た
式
典
で
は
中
沖
知
事
が
「
生
活
者
の

視
点
に
立
っ
た
製
品
開
発
を
支
援
す
る
施
設
と
な
る

よ
う
全
力
を
尽
く
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
式
典
終

了
後
、
施
設
見
学
会
が
行
わ
れ
、
出
席
者
は
係
員
の

説
明
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

同
研
究
所
は
管
理
研
究
棟
、
生
活
科
学
棟
、
加
工

技
術
棟
で
構
成
。
管
理
研
究
棟
に
は
生
活
関
連
製
品
、

素
材
の
研
究
開
発
等
を
行
う
各
種
試
験
室
を
配
置
。

生
活
科
学
棟
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
極
限
環
境
を
再
現
で

き
る
人
工
気
象
室
や
人
間
の
運
動
力
学
の
解
析
な
ど

を
行
う
ス
ポ
ー
ツ
科
学
試
験
室
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
加
工
技
術
棟
に
は
、
繊
維
な
ど
生
活
関
連
製

品
の
加
工

・
試
作
を
行
う
編
織
加
工
室
、
染
色
加
工

室
等
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
後
同
研
究
所
で
は
、
イ
ン
テ
リ
ア
、
ス
ポ
ー
ツ

用
品
な
ど
生
活
関
連
製
品
全
般
を
対
象
に
、
企
業
の

高
機
能
、
高
感
度
(
ハ
イ
タ

ッ
チ
)
製
品
の
開
発
を

技
術
面
か
ら
支
援
し
て
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

hv
三
つ
の
棟
、が

一
体
化
し
た
研
究
所
の
外
観

3 
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いコ

j
富
山
県
国
際
健
康
プ
ラ
ザ

少
子
・
高
齢
化
が
進
み
、
生
活
習
慣
病
の
増
加
が

病
気
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
健
康
づ
く
り
が
大
切
に

こ
の
よ
う
な
な
か
、
健
康
づ
く
り
を
考
え
、
手
伝
い
、

新
し
い
施
設
と
な
る
「
富
山
県
国
際
健
康
プ
ラ
ザ
(
仮

二
十
八
日
に
着
工
し
ま
し
た
。

こ
の
施
設
は
、
県
民
一
人
ひ
と
り
に
合
っ
た
健
康
づ
を
提
案
す

る
〈
健
康
づ
く
り
の
中
核
墓
地
〉
と
し
て
、
ま
た
、
伝
学
を
研
究

し
、
国
内
外
に
伝
統
医
学
の
情
報
を
発
信
す
る
〈
伝
統
医
の
〆

γ力〉

と
し
て
、

庁日
本
一
の
健
康
県
H

づ
く
り
の
実
現
を
め
ざ

替
の
で
、
平

成
十
一
年
夏
の
オ
ー
プ
ン
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

広める
【特集】

健康っくりを考え、手伝い、
~富山県国際健康プラザ(仮称)着工~

健
康
づ
く
り
の
大
切

さ
や
健
康
的
な
生
活
習

慣
を
身
に
つ
け
て
い
く

こ
と
の
重
要
性
を
学
ぶ

た
め
、
様
々
な
展
示
を

行
う
の
が
「
生
命
科
学

館
」
で
す
。

展
示
テ

l
マ
は
「

い

の
ち
と
暮
ら
し
の
総
合

的
に
調
和
の
と
れ
た
健

康
"つ
く
り
」
。
つ
ま
り
、
単
に
病
気
で
な
い
と
い
う
だ
け
で
な
く
、

日
々
の
暮
ら
し
ぶ
り
や
周
り
の
環
境
ま
で
を
含
め
た
調
和
の
と
れ

た
健
康
、
つ
く
り
を
普
及
す
る
の
が
狙
い
で
す
。

生
命
科
学
館
は
、
栄
養

・
運
動

・
休
養
の
三
つ
の
ゾ

l
ン
と
、

伝
統
医
学
コ
ー
ナ
ー
及
び
情
報
セ
ン
タ
ー
か
ら
な
り
ま
す
。

• 
健康づくりを

考える

生命科学館

園困

栄
養
ゾ

l
ン
は
、

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

食
生
活
の
重
要
性
や

身
体
の
各
器
官
の
役

割
な
ど
に
つ
い
て
学

習
で
き
る
ス
ペ

ー
ス

で
す
。

こ
こ
で
は
、
パ
ソ

コ
ン
を
使

っ
て
自
分

の
食
事
の
栄
養
バ
ラ

ン
ス
が
チ
ェ
ッ
ク
で

き
る
ほ
か
、
消
化
器

系
器
官
に
見
立
て
た

大
型
チ
ュ
ー
ブ
の
中

を
探
検
し
な
が
ら
、

消
化

・
吸
収
の
仕
組

み
が
理
解
で
き
ま

す

た
ば
こ
や
ア
ル

コ
ー
ル
が
身
体
に
及
ぼ
す
影
響
を
人
形

や
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
像
で
解
説
す
る
コ
ー
ナ
ー
な
ど
も
設
け
ま

す
。 ま

た
、国

動 ;

みチと け
|称さな

身フすらが
体にるにら
をし運、模
動た動体型
か遊の験を
す具広コ使
この場 l っ
さ中をナ言ωに設!万
楽い置とず
しろ 。 しり
さい立マや
がろ山」す
体なや届く
験運五霞解
で動箇李説
きの山 j し
ま要のお会ま運のや環きを率度て定パ ス で 動 じ ら を は
て素景拘って動し脂器るチ、や、装ソこできをた、動、運

を勝ん とく肪のほエ血体 運 置 コ こ す る 体 有 世 か 実 動
也 l 関みのしかツ圧己動をンで 。ス験効代し際ゾ

りを( 埋巷燃く 、クな日日不用やは ぺ学なになに l
込モ ι っ、焼み循でど肪足い測、 l 習運応が体

4 

富山市友杉ー 任海地内

(富山空港から約 2km テクノホーjレから約 500m)

• • • 

国際健康
フラザの
施設構成

「
国
際
健
康
プ
ラ
ザ
」
は
、
展
示
を
通
し
て
健

康
情
つ
く
り
へ
の
関
心
を
深
め
る
「
生
命
科
学
館
」、

県
民

一
人
ひ
と
り
に
あ
っ
た
健
康
晴
つ
く
り
を
提

案
す
る
「
健
康
ス
タ
ジ
ア
ム
」
、
伝
統
医
学
を
健

康
明つ
く
り
に
役
立
て
る
研
究
と
そ
の
支
援
を
行

う
「
国
際
伝
統
医
学
セ
ン
タ
ー
」
の
三
つ
の
施

設
か
ら
な
り
ま
す
。

ま
た
、
屋
外
健
康
づ
く
り
施
設
と
し
て
ト
リ

ム
コ
l
ス
、
屋
外

0

ア
ー
ル
、

ハ
ー
ブ
・
薬
草
園

な
ど
を
設
け
ま
す
。

以
下
、
各
々
の
施
設
の
設
置
目
的
や
概
要
に

つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

困休

養

ゾ

l
ン

は
、
休
養
の
大
切

さ
に
つ
い
て
学
ぶ

ス
ペ
ー
ス
で
す
。

こ
こ
で
は
、
パ

ソ
コ
ン
装
置
を
用

い
て
ス
ト
レ
ス
状

態
や
身
体
疲
労
度

を
チ
ェ

ッ
ク
で
き

る
ほ
か
、
環
境
音

楽
や
光
に
包
ま
れ

た
ド

l
ム
空
間

で
、
眠
り
の
メ
カ

ニ
ズ
ム
に
つ
い
て

学
ん
だ
り
、
実
際

に
リ
ラ

ッ
ク
ス
体

験
し
た
り
で
き
ま

す
。ま

た
、
嘆
覚
を

通
し
て
リ
ラ

ッ
ク

ス
で
き
る

「
香
り
の

ス
タ
ン
ド
」
を
は
じ
め
、

自
然
素
材
の
楽
器
の
音
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
が
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
も
設

け
ま
す
。

固

21ト
十
一
官
官

ι
十

世
界
の
伝
統
医
学
に
関
す
る
展
示
や
映
像
情
報
の
提
供
の
ほ

か
、
自
ら
の
体
質
診
断
が
行
え
る
「
伝
統
医
学
コ
ー
ナ
ー
」
は
、

自
ず
と
伝
統
医
学
へ
の
興
昧
を
抱
か
せ
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ

λ
ノ
。ま

た
、
「
情
報
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
健
康
明つ
く
り
に
役
立
つ
各

種
の
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

5 
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健康スタジアム

健康づくりを
お手伝いする

• • • 

13週)総合指導(マンツーマン)コース(週 1回、

-董ヨ・・

-・-云E温Eヨ圃

(第3週~第 11週)

(第 12週)

(第2週)

拘

置

E-v

(第 1週)

県
民
の
皆
さ
ん
が
日
常
の
生
活
の
な
か
で
気
軽

に
健
康
情
つ
く
り
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
、
個
々
人

の
年
代
や
健
康
状
態
に
応
じ
た
健
康
明
つ
く
り
を
提

案
し
、
そ
れ
が
家
庭
や
職
場
、
地
域
に
お
い
て
継

続
的
に
実
践
さ
れ
習
慣
化
さ
れ
る
よ
う
支
援
す
る

の
が

「健
康
ス
タ
ジ
ア
ム
」
で
す
。

国

?
1
2
3

医
師
、
健
康
運
動
指
導
士
な
ど
の
専
門
ス
タ
ッ

フ
が
、
健
康
相
談
を
踏
ま
え
、
個
々
人
の
健
康

状
態
に
応
じ
た
健
康
帆
つ
く
り
の
体
験
や
実
践
を

お
手
伝
い
し
ま
す
。

健
康
ス
タ
ジ
ア
ム
で
は
次
の
三
つ
の
コ

l
ス
を
設
け
る
予
定
で
す
。

⑧

一
般
指
導
(
マ
イ
プ
ラ
ン
)
コ
l
ス

健
康
づ
く
り
を
積
極
的
・
計
画
的
に
進
め
た
い
方
へ
の
健
康
増

進
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
供
と
、
そ
の
実
践
指
導
を
行
う
コ

l
ス
で
す
。

栄
養
・
運
動
・
休
養
面
の
問
診
や
体
力
測
定
を
行
い
、
そ
の
評

価
に
基
づ
き
健
康
増
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
、
実
践
指
導
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
応
じ
て
、
家
庭
や
職
場
、

地
域
の
健
康
関
連
施
設
で
行
え
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
提
供
し
て
い
き

ま
す
。

ク
や
継
続
実
践
、
効
果
測
定
か
ら
な
る
生
活
慣
習
病
予
防
コ

i
ス

で
す
(
週

一
回
、
十
三
週
)
。

医
学
的
検
査
を
含
め
た
総
合
的
な
健
康
測
定
を
行
い
、
そ
の
評

価
に
基
づ
い
た
健
康
増
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
ま
す
。
ま
た
、

症
状
別
ご
と
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
化
さ
れ
た
栄
養

・
運
動
・
休
養
指

導
に
よ
っ
て
生
活
習
慣
の
改
善
を
図
り
ま
す
(
イ
ラ
ス
ト
参
照
)
。

①

体
験
(
エ
ン
ジ
ョ
イ
)
コ
l
ス

こ
の
コ

l
ス
で
は
、
気
軽
に
楽
し
く
で
き
る
様
々
な
健
康
哨つ
く

り
の
方
法
を
試
す
こ
と
が
で
き
、
そ
の
中
か
ら
自
分
に
あ
っ
た
も

の
が
見
つ
け
ら
れ
ま
す
。

ト
リ
ム
運
動
、
水
中
歩
行
、
パ

l
デ
入
浴
な
ど
の
標
準
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
利
用
の
ほ
か
、
水
中
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、
ヨ

l
ガ、

テ
ラ
ピ
ー
な
ど
の
各
種
体
験
教
室
に
も
参
加
で
き
ま
す
。

生
命
科
学
館

・
健
康
ス
タ
ジ
ア
ム
で
は
、
県
内
全
域
に

わ
た
っ
て
広
く
健
康
情つ
く
り
活
動
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
、
人
材

育
成
や
調
査
研
究
、
情
報
提
供
、
啓
発
普
及
な
ど
の
幅
広
い
事
業

を
行
う
予
定
で
す
。

な
お
、

ア
ロ
マ

⑧

総
合
指
導
(
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
)
コ
l
ス

生
活
習
慣
の
改
善
が
必
要
な
方
へ
の
ト
ー
タ
ル
ヘ
ル
ス
チ
エ
ツ

近
代
医
学
が

発
達
す
る
以
前

か
ら
存
在
し
、

現
在
も
有
効
な

治
療
法
と
し
て

活
用
さ
れ
て
い

る
医
学
を
伝
統

医
学
と
い
い
ま

す
。
近
年
、
日

本
を
含
め
世
界

各
地
で
、
近
代

医
学
を
補
完
し
、

治
療
効
果
を
高

め
て
い
く
た
め
、

伝
統
医
学
を
再
評
価
し
、
積
極
的
に
活
用
し
よ
う
と
い
う
動
き
が

起
こ
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
伝
統
医
学

に
関
す
る
国
際
的

な
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク

を
広
げ
な
が
ら
、

健
康
づ
く
り
に
役

立
て
る
た
め
の
調

査
研
究
を
進
め
る

の
が
「
国
際
伝
統

医
学
セ
ン
タ

ー
」

で
す
。
現
在
、
伝

統
医
学
に
関
す
る

情
報
や
資
料
の
収

集
を
行
い
、
オ

ー

プ
ン
に
向
け
て
の

準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。

田
界;
の:
統;
医 ;
学 ;

白
色
を
役
立
て
る
た
め
に

伝統医学を

健康づくりに役立てる

国際伝統医学
センター

五
世
紀
初
頭
に
日
本
に
伝
わ
り
、
漢
方
医
学
の
起
源
と
な
っ
た

中
国
医
学
、
古
代
イ
ン
ド
で
体
系
化
さ
れ
、
四
千
年
の
歴
史
を
持

つ
ア
l
ユ
ル
ヴ
ェ

ー
ダ

(
イ
ン
ド
医
学
)
、
そ
の
ア

l
ユ
ル

・
ヴ
ェ

ー
ダ
が
仏
教
と
と
も
に
チ
ベ
ッ
ト
に
伝
わ
り
、
独
自
に
発
展
し
て

で
き
た
チ
ベ
ッ
ト
医
学
、
ギ
リ
シ
ャ
の
古
代
医
学
を
基
礎
と
し
、

イ
ス
ラ
ム
文
化
の
下
で
新
た
な
発
展
を
遂
げ
た

ユ
ナ
ニ
医
学
な
ど

は
、
現
在
で
も
広
く
実
践
さ
れ
て
い
る
代
表
的
な
伝
統
医
学
で
す
。

こ
れ
ら
は
、
病
気
の
治
療
法
の
み
な
ら
ず
、
病
気
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
の
実
践
的
な
予
防
法
を
重
視
し
て
い
る
点
が
特
徴
で
す
。

伝
統
医
学
を
科
学
的
に
評
価
し
、
積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
は
、

健
康
情
つ
く
り
を
進
め
る
う
え
で
と
て
も
有
益
な
こ
と
で
す
。

国
際
伝
統
医
学
セ
ン
タ
ー
で
は
、
伝
統
医
学
に
関
す
る
研
究
活

動
を
支
援
す
る
た
め
、
研
究
者
等
の
人
材
情
報
、
収
集
資
料
の
情

報
な
ど
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
に
よ
り
世
界
へ
発
信
し
ま
す
。
ま

た
、
伝
統
医
学
の
研
究
者
の
交
流
を
支
援
す
る
た
め
、
国
際
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
や
伝
統
医
学
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
ほ
か
、
伝
統
医
学

を
健
康
、
つ
く
り
に
活
用
す
る
た
め
の
調
査
研
究
に
取
り
組
み
ま
す
。

さ
ら
に
、
伝
統
医
学
や
健
康
情
つ
く
り
に
関
す
る
文
献
や
ビ
デ
オ

ソ
フ
ト
を
・
自
由
に
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
す
る
予
定
で
す
。

置 園 田

• 

県
民
が
生
涯
を
通
じ
て
健
康
で
あ
る
こ
と
は
、
H

幸
せ
に
生
き
る

富
山
県
の
創
造
d

の
基
本
条
件
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

県
民
一

人
ひ
と
り
が
、
「
自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
り
つ
く
る
」
と
い
う
意

識
の
も
と
、
積
極
的
に
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

「
国
際
健
康
プ
ラ
ザ
」
は
、
地
域
の
健
康
関
連
施
設
や
医
療

・
研

究
機
関
、
健
康
づ
く
り
団
体
と
も
連
携
し
て
新
し

い
健
康
"つ
く
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り
へ

の
取
り
組

み
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

企チベッ ト医学

(メデイカルタンカ:チヘ・ツト医学の聖

典を図解した医学マンダラ)

企中国医学

(上海中医薬大学学生の気功の実演)

広める
【唱寺努喜】

健康づくりを考え、手伝い、
~富山県国際健康ブラザー(仮称)着工~

臣
際
健
康
プ
ラ
ザ
建
設
室

一T
9
3
0

富
山
市
安
住
町

2
1
川

北
日
本
ス
ク
エ
ア

4
F

宮

0
7
6
4
1
判

1
9
6
5
7

似

0
7
6
4
1
M
1
9
6
5
8

z
l

4
 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ホ
ー
ム
ペ

l
ジ

問
合
せ

企アーユル・ヴェーダ

(シ口一・ダーラー:油等を額にたらす

マッサージ法)

....ユナニ医学

(シーラーズ (イラン)の薬種商)

才
月
四
百
一
と
さ
さ
さ
・℃
「
忠
-
H
O
V
函ヨ
ω・百
¥
一
Z
uの
と
コ

a
o×・
Z
ヨ
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ムミ

人口/14，955人

面積/31.71krrf

(平成9年6月1日現在)

《
福
野
町
の
概
要
》

春
の
宵
を
彩
る
勇
壮
な
「
夜
一口同
祭
」
や
秋
の
「
菊
ま
つ
り
」

に
は
、

町
内
外
か
ら
多
く
の
入、
が
訪
れ
る。

二
と
七
の
つ
く
日
に
は
朝
市
が
立

ち
、
年
末
の

「歳
の
大
前
」
は
、
三
百
年
以
上
の
伝
統
を
持
つ
冬
の
風

物
詩
と
な
っ
て
い
る
。

福
野
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー
ヘ
リ
オ
ス
で
は
、
「
君
の
ア
ニ
メ
主
題
歌

が
き
き
た
い
!
」
を
テ
ー
マ
に
八
月
六
日
ま
で
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
を

募
集
中
。
十
月
五
日
に
は
、
自
由
な
発
想
で
ア
レ
ン
ジ
さ
れ
た
ア
ニ
メ

主
題
歌
の
数
々
が
競
演
さ
れ
る
。

ヌ
キ
ヤ
キ
・
ミ
l
ツ
・
ザ
・
ワ
ー
ル
ド

「
ス
キ
ヤ
キ
・
ミ
l
ツ
・
ザ
・
ワ
ー
ル
ド
」
が
今
年
も
八
月
二
十
二

日
か
ら
三
日
間
、
福
野
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー

H

ヘ
リ
オ
ス
u

で
開
催

さ
れ
る
。

「
H

ス
キ
ヤ
キ
H

の
名
は
、
ア
メ
リ
カ
で

υ
ス
キ
ヤ
キ
ソ
ン
グ
が
と

し
て
大
ヒ

ッ
ト
し
た
坂
本
九
さ
ん
の

「上
を
向
い
て
歩
こ
う
」
に
あ

や
か
り
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
福
野
か
ら
世
界
へ
文
化
を
発
信
し
た
い

と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
ん
で
す
よ
」
と
語
る
の
は
実
行
委

員
会
会
長
の
田
中
か
ず
代
さ
ん
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
世
界
の
様
々

な
国
か
ら
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
招
き
、

音
楽
な
ど
を
通
じ
た
交
流
を
行
う

も
の
で
、
今
年
で
七
回
目
を
迎
え

る
。

辰
業
の
パ
ー
ト
ナ
ー

荒
田
清
耕
さ
ん

小
屋
を
勢
い
良
く
飛
び
出
し
、

一
列
に
な
っ
て
水
田

に
向
か
っ
た
ア
イ
ガ
モ
た
ち
は
、
や
が
て
稲
の
間
を
自

在
に
泳
ぎ
、
雑
草
を
さ
か
ん
に
つ
い
ば
ん
で
い
た
。
ア

イ
ガ
モ
農
法
を
実
践
す
る
荒
田
清
耕
さ
ん
宅
の
日
常
的

な
風
景
の
ひ
と
コ

マだ
。

「
無
農
薬
、
有

機
農
業
を
始
め
た

時
、
最
大
の
難
点

、
だ
っ
た
の
が
除
草

で
し
た
。
当
初
は
、

子
押
し
除
草
機
と
手
作
業
で
や
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

あ
ま
り
の
重
労
働
に
体
調
を
崩
し
た
た
め
、
生
態
系
を

利
用
し
た
除
草
法
を
考
え
た
ん
で
す
」
と
語
る
荒
田
さ

ん
。
ド
ジ
ョ
ウ
、
カ
ブ
ト
エ
ビ
、
コ
イ
で
実
験
し
た
後
、

昭
和
六
十
年
に
ア
イ
ガ
モ
に
よ
る
除
草
法
を
確
立
。
そ

の
後
、
こ
の
農
法
は
全
国
に
普
及
し
、
今
や
無
農
薬
農

業
の
代
名
詞
と
な
っ
て
い
る
。

ア
イ
ガ
モ
た
ち
を
「
ガ

l
コ
」
と
呼
び
、
わ
が
子
の

よ
う
に
か
わ
い
が
る
荒
田
さ
ん
は
、
ア
イ
ガ
モ
を
襲
う

イ
タ
チ
や
カ
ラ
ス
対
策
を
次
々
に
考
案
し
て
き
た
。
だ

が
、
根
底
に
流
れ
る
思
想
は
、
自
然
へ
の
や
さ
し
さ
。

「
イ
タ
チ
と
知
恵
比
べ
は
し
ま
す
が
、
殺
し
て
ま
で
退
治

し
よ
う
と
は
思
い
ま
せ
ん
。
大
切
な
自
然
を
壊
さ
な
い

た
め
に
、
無
農
薬
農
業
を
や

っ
て
い

る
ん
で
す
か
ら
」

と
荒
田
さ
ん
。

人
間
と
自
然
、
そ
し
て
社
会
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て

考
え
続
け
る
荒
田
さ
ん
に
と

っ
て
、

ア
イ
ガ
モ
は
大
切

な
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
り
、
先
生
で
も
あ
る
の
だ
。

...荒田清耕さん

企田中かず代さん

今
回
は
、
キ
ュ
ー
バ
、
セ
ネ
ガ

ル
な
ど
の
外
国
勢
に
沖
縄
、
そ
し

て
地
元
ス
キ
ヤ
キ
・
ス
テ
ィ
ー

10 

J~与すと港島動]季基

だあへて やかんする庭らやる演 ト さイたイ加ル
ろると始マつ、な」料料が、ワ奏とんべ、ブわ
う方育め♀て東珍と理理各ア ! なと 。ンほがりオ
。はてた平く京し田教を国 lクども「 ト か楽、 l

、てもよるやい中室子のア、をにアがにしホケ
こいの Z熱大企さもほ自ィン体、 l盛もめ ツ ス
のきで、心坂画んあど慢スヨ験ドテり多るトト
機たす桓なかか 。 り き の ト ツ で ラ イ だ 彩 。なラ
会いが最フららそます家自プきムスくなまラも
にで、京、ア
、す今話子

世ね後著 2
界」はが宍
の と 町 魅 ピ
文意民力主
化 気のあて
に込待る
触むちま
れ田焦ち
て中がづ
みされく
てんるり
は 。イを
い興べ目
か昧ン指
がのトし

企アーテイ ス卜が自慢の料理を伝授

キ
ク
き
の
町
民
が

待
ち
宅
が
れ
た
植
物
園

‘菊花弁の花壇

福
野
町
園
芸
植
物
園

「
フ
ロ
ー
ラ
ル
パ

l
ク
」

「キ
ク
科
植
物
に
関
す
る
情
報
の
発
信
」
を
テ

l
マ

に
、
今
年
六
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
の
が
福
野
町
園
芸
植

物
園
「
フ
ロ
ー
ラ
ル
パ

l
ク
」
だ
。

「
福
野
町
は
、
電
照
ギ
ク
の
生
産
地
で
あ
り
、

『菊
ま

つ
り
』
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
植
物
園
は
、
そ

ん
な
キ
ク
好
き
の
町
民
の
熱
意
で
実
現
し
た
も
の
な
ん

i
i
i
i
1
J

で
す
」
と
語
る
の
は
、

一

園
長
の
石
崎
力
さ

〆¥
J

J

ん
。
同
園
は
、
展
示

W

斗

温
室
と
展
示
園
か
ら
な
り
、
海
外
産
の
キ
ク
科
植
物
や
日
本

一例

↓

産
野
生
ギ
ク
な
ど
、
百
種
類
、
約

一
万
本
を
収
集
し
て
い
る
o

F

凶

一

町
の
中
心
地
に
あ
る
同
園
は
、
町
民
の
憩
い
の
場
、
そ

凶

一

し
て
花
と
緑
の
活
動
拠
点
と
し
て
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

脳
協

一

入
場
料
は
無
料
。
「
一
度
来
て
、
見
て
、
終
わ
り
と
い
う
の

函

」

で
は
な
く
、
継
続
的
な
学
習
の
場
に
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
」

盛
明
記
と
石
崎
さ
ん
。
そ
ん
な
願
い
か
ら
、
同
園
で
は
、
植
物
を
愛

踊

幽
同

し
、
植
物
園
を
と
も
に
育
て
て
い
く
フ
ロ
ー
ラ
ル
メ
イ
ト
を

詞

型

募

集

し
て
い
る
ほ
か
、
園
芸
基

W
E
礎
講
座
な
ど
も
開
催
し
て
い
る
。

議

=剛
一

さ
ら
に
、
食
用
ギ
ク
の
苗
を
栽

縦

-
一醐
一

培
や
調
理
の
手
引
き
と
と
も
に
、

脳

a
町
の
全
世
帯
に
配
付
。
「
今
後
は
、

話

回目

植
物
愛
好
グ
ル
ー
プ
の
活
動
支

援
な
ど
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
で
す

ね
」
と
石
崎
さ
ん
の
戸
に
も
熱
が
こ
も
る
。

今
年
か
ら
菊
ま
つ
り
の
会
場
に
も
な
る

同
園
は
、
ま
さ
に
キ
ク
科
植
物
の
メ

ッ
カ

と
し
て
、
町
民
に
親
し
ま
れ
続
け
る
こ
と

だ
ろ
う
。

企石崎 力さん企モダンな外観の展示温室

1 1 
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可F りへの提言相次ぐ心の健康づく
こころの健康プランアドバイザー会議

木崎さと子さん

富
山
県
は
、

三
世
代
同
居
が
多
い

の
だ
か
ら
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば

あ
ち

ゃ
ん
の
助
け
を
借
り
て
、
心
の

健
康
づ
く
り
を
進
め
て
み
れ
ば
ど
う

で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
心
の
健
康
明つ

く
り
に
は

ユ
ー
モ
ア
や
笑
い
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
が
、
ユ
ー
モ
ア
は
特
別
な

・
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
何
げ
な

'

い
日
常
生
活
が

一
つ
の
物
語

長

で
あ
り
、
そ
の
物
語
を
方
言

い

の
良
さ
を
生
か
し
な
が
ら、

U
家
族
や
仲
間
と
話
し
合
う

‘
可

乙
と
が
大
切
で
す
。
こ
の
ほ

吋

か
、
ユ
ー
モ
ア
小
説

コ
ン
ク

ー
ル
を
開
く
方
法
も
あ
る
と
思

い
ま
す
よ
。

寮藤茂太さん

あ
い
さ
つ

人
間
ど
う
し
の
ふ
れ
あ
い
は
挨
妙

か
ら
始
ま
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
日

本
人
は
、
心
で
思
っ
て
い
て
も
な
か

な
か
口
に
出
さ
な
い
と
こ
ろ
が
あ

る
。
そ
こ
で
、
あ
り
が
と
う
を
口
に

す
る
「
サ
ン
キ
ュ

l
運
動
」
を
行
つ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、

「心
の
健
康
セ
ン
タ
ー
」

が
、
親
や
兄
弟
に
は
話
せ
な

い
心
の
悩
み
な
ど
を
い
つ
で

も
打
ち
明
け
ら
れ
る
場
と
な

れ
ば
い
い
で
す
ね
。

-----<>' 

「こころの健康プランアドバイザー会議」が、 7月

4日都内のホテルで聞かれ、県が策定を進めている

『こころの健康プランJや心の健康づくりに関する活

発な意見交換が行われました。会議には、粛藤茂太さ

ん(作家・日本精神病院協会名誉会長)、木崎さと子

さん(作家)、早川東作さん(東京農工大助教授・予

備校生活力ウンセラー)、柳生博さん(俳優)の 4名

のアドバイザーと 、県側からは中沖知事、押田厚生部

長らが出席。以下、出席者の提言の一部を紹介します。
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博さん

私
が

一
年
の
三
分
の

一
を
過
ご
す

八
ヶ
岳
山
麓
に
は
、
蛍
の
住
む
川
が

あ
り
ま
す
。
生
き
も
の
が
い
き
い
き

と
住
む
川
に
は
、
急
流
も
あ
れ
ば
よ

ど
み
も
あ
る
ん
で
す
。
人
の
住
む

町
に
も
、

H

急
流
H

ば
か
り
で

な
く
、

寄
り
道
し
た
り
、
ほ

'

っ
と
し
た
り
で
き
る
よ
う

a
な
言
わ
ば

μ

よ
ど
み
ρ

の

晴

よ

う

な

場

所

が

あ

れ

ば
、

司

い
き
い
き
と
し
た
生
活
が

送
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

柳生早川東作さん

富
山
県
に
学
校
嫌
い
の
子
ど
も
の

話
し
相
手
に
な
っ
た
り
、
勉
強
を
教

え
た
り
す
る
「
メ
ン
タ
ル
フ
レ
ン
ド

制
」
を
普
及
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。
ま
た
、
過
食
症
、
ア
ル

コ
ー
ル
依
存
症
な
ど
の
人
が

集
ま
り
、
お
互
い
の
体
験

を
話
し
あ
え
る
場
が
あ
れ

い
や

ば
、
少
し
で
も
心
を
癒
す

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

会
議
で
は
、
こ
れ
ら
の
ほ
か
に
も
、
心
の
健
康
に
つ
い
て

幅
広
い
提
言
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
県
で
は
今
後
、
そ
れ
ら
を

参
考
に
し
な
が
ら
、
心
の
健
康
づ
く
り
施
策
を
積
極
的
に
進

め
て
い
く
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

13 



h

れ

JUh

国
体
開
催
決
定
記
念
イ
ベ
ン
ト

「

2
0
0
0
年
に
G
O
!
と
や
ま
ス
ポ
ー
ツ
…

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

」

開

催

…

7
月
8
日

ωに
2
0
0
0
年
と
や
ま
国
体
の
開
催
及
び
会
期
が
正

式
に
決
定
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
第
回
目
を
記
念
す
る
県
民
体
育
大
…

会
及
び
2
巡
回
と
な
る
環
日
本
海
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
親
善
交
流
大
会
の

開
会
式
に
併
せ
て
、
国
体
開
催
気
運
の
高
揚
を
図
る
た
め
国
体
開
催
…

決
定
記
念
イ
ベ
ン
ト
「
2
0
0
0
年
に
G
O
-
-
と
や
ま
ス
ポ
ー
ツ
フ

工
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
し
ま
す
。

容
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
演
奏
・
国
体
マ
ス
コ

ッ
ト
の
愛
称
発
表
/

表
彰
・
白
井
貴
子
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
ほ
か

8
月
8
日

幽

午

後

6
時
1
7
時
初
八
万

…

富
山
県
新
川
文
化
ホ
ー
ル

(大
ホ
ー
ル
)

E
M訂
寸

u

h
宜
ハ
申
索
引
I

第
日
回
国
民
体
育
大
会
富
山
県
実
行
委
員
会

包

0
7
6
4
1
糾

l
9
6
6
7

内

時

場

所
入

場

開
合
せ

日

立
山
博
物
館
イ
ベ
ン
ト

-
特
別
企
画
展
講
演
会
「
富
山
に
恐
竜
‘
か
い
た
こ
ろ
』

「
富
山
県
の
化
石
」
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
や
こ
れ
か

う
の
研
究
の
進
め
方
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
視
点
か
ら
お
話
を
し
て
も

5
い
ま
す
。
(
入
場
無
料
)
。

日

時

8
月
9
日

出

午

後

2
時
1

3
時
叩
分

所
県
民
会
館

4
0
1
号
室

場

電
話
加
入
権
の
公
売
に
つ
い
て

第
伺
固
自
然
公
園
大
会
標
語
募
集

第
初
回
自
然
公
園
大
会
が
、
来
年
8
月
、
立
山
山
麓
で
開
催
さ
れ

ま
す
。
自
然
を
守
り
、
人
と
自
然
と
の
豊
か
な
ふ
れ
あ
い
を
推
進
す

る
こ
の
大
会
が
、
身
近
で
親
し
み
の
あ
る
も
の
と
な
る
よ
う
な
標
語

を
募
集
し
ま
す
。

官
製
は
が
き
に
標
語
1
点
と
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
職

業
(
学
校
名
)
、
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間

7
月
引
日
刊
1

9
月
叩
日
幽

〈当
日
消
印
有
効
〉

応
募
・
問
合
せ

干

9
3
0
l
m
(
住
所
記
載
不
要
)
県
庁
自
然
保
護
課
内

第
羽
田
自
然
公
園
大
会
富
山
県
実
行
委
員
会
事
務
局

宮

0
7
6
4
1
糾

l
3
1
0
6

講

師

後

藤

道

治

氏

(富
山
市
科
学
文
化
セ
ン
タ
ー
主
任
学
芸
員
)

・
『
稚
児
舞
・
舞
楽
カ
タ
チ
で
見
る
伝
統
と
文
化
」

各
地
の
稚
児
舞
の
所
作
や
衣
装
、
音
曲
な
ど
を
比
較
し
、
山
岳
修

験
や
日
本
海
沿
岸
地
域
の
文
化
の
系
譜
を
考
え
ま
す
(
入
場
無
料
)
。

参
加
団
体
立
山
町
岩
船
寺
稚
児
舞
保
存
会

新
潟
県
糸
魚
川
市
日
吉
神
社
稚
児
舞
保
存
会

山
形
県
寒
河
江
市
慈
恩
寺
舞
楽
保
存
会

日

時

8
月
幻
日
出

午
後
6
時
1

8
時

場
所
立
山
博
物
館
蓬
望
館
前
場
堂
基
壇

(雨
天
時
は
這
望
館
)

・
特
別
企
画
展

コ
畠
山
に
生
息
し
た
い
き
も
の
た
ち
1

日
本
海
の
歴
史
|
』

立
山
山
麓
で
発
見
さ
れ
た
恐
竜
足
印
化
石
な
ど
を
取
り
上
げ
、
日

本
海
が
で
き
る
前
か
う
現
在
ま
で
の
環
境
の
う
つ
り
か
わ
り
に
つ
い

て
考
え
ま
す
。
特
に
、
約
1
6
0
0
万
年
前
に
、
日
本
や
サ
ハ
リ
ン

な
ど
に
生
息
し
た
奇
獣
パ
レ
オ
パ
ラ
ド
キ
シ
ア
の
全
身
骨
格
に
は
、

太
古
の
ロ
マ
ン
を
か
き
た
て
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

会

期

8
月
例
日
間
ま
で

会

場

立

山

博

物

館

企

画

展

示

室

入
場
料
一
般

1
0
0
円
高
・
大
学
生
印
円

小
・
中
学
生
日
円

以
上

問
合
せ

立
山
博
物
館

包

0
7
6
4
1
引

1
1
2
1
6

プ
ー
ル
で
楽
し
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

太
閤
山
ラ
ン
ド
プ

l
ル
広
場
で
は
、
楽
し
い
ス
ト
リ
ー
ト
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
。

日

時

8
月
百
日
倒
j
げ
日
間

場
所
太
閤
山
ラ
ン
ド
・
プ
ー
ル
広
場

問
合
せ
県
民
公
園
太
閤
山
ラ
ン
ド

8
0
7
6
6
l
m
1
6
1
1
6
 

「第
4
固
U
タ
l
ン
フ
ヱ
ア
・
イ
ン
・
と
や
ま
」
開
催

県
、
ハ
ロ
ー
ワ

l
ク
(
公
共
職
業
安
定
所
)
及
び
刷
富
山
県
雇
用

対
策
協
会
で
は
、
県
内
企
業
に
U
タ
1
ン
就
職
を
希
望
さ
れ
る
方
々

放
送
大
学
富
山
地
域
学
習
セ
ン
タ
ー
学
生
募
集

放
送
大
学
で
は
、
平
成
9
年
旧
月
か

5
始
ま
る
平
成
9
年
度
第
2

学
期
の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

ビ
デ
オ
テ
ー
プ
・
オ
ー
デ
ィ
オ
テ
ー
プ
と
印
刷
教
材
を
使
用
し
た

約
3
0
0
科
目
の
中
か

5
、
興
昧
の
あ
る
も
の
を
選
ん
で
学
習
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

対

象

叩

歳

以

上

締
切
り

8
月
市
日
制

問
合
せ
放
送
大
学
富
山
地
域
学
習
セ
ン
タ
ー

8
0
7
6
6
l
m
1
9
2
3
0
 

第
何
回
富
山
県
勤
労
者
美
術
展
出
晶
作
晶
募
集

旧
月
白
日
か
う
叩
月
お
日
ま
で
富
山
県
民
会
館
に
お
い
て
開
催
す

る
第
初
回
勤
労
者
美
術
展
の
出
品
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

本
展
で
は
、
県
内
の
勤
労
者
の
皆
さ
ん
が
自
由
時
聞
を
活
用
し
て

制
作
さ
れ
た
美
術
作
品
を
一
堂
に
展
示
し
ま
す
。

対
象
者
県
内
の
勤
労
者
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
本
美
術
展
の
該

当
部
門
の
作
品
の
製
作
を
職
業
と
し
な
い
方
。

日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
、
工
芸
、
書
、
写
真

部

門

:'H 

富山市新総曲輪 ト7(県庁内)
包 (0764)31-4111 (1的

31 -3131 (県民相談電話)
FAX 44 -3300 (県朗読77'ッjAl

高岡地方県民相談室 高岡市赤祖父 211 (総合庁舎内)
n(0766)21 -9411附

魚津地方県民相談室 魚津市新宿 10-7 (総合庁舎内)
n(0765) 24 -531 1附

砺波地方県民相談室 砺波市幸町 1-7 (総合庁舎内)
合 (0763)33-5151附

-物価ダイヤル
物価に関する苦情や相談があればお気軽にお電話くだ
さい。 まま(0120)16 -7400 (県庁県民生活課内)
・消費生活については
消費生活センター
富山市湊入船町 6-7 サンフォルテ内
く一般相談は〉 合 (0764)32 -9233 
く金融相談は〉 会 (0764)33 -3252 

消費生活センター高岡支所
高岡市本丸町アー1本丸会館内 包(0766)25 -2777 
・交通事故については
富山県交通事故相談所東別館 1階
n(0764) 31 -4111 内 4400
・相談 110番
家庭問題・悪質商法など、どん芯相談にも応じます。

ヨニ ワルイヒトナシ

宜主(0764)42-0 1 10 
.シルバー 110番
高齢者や家族の心配ごと、悩みごとに富山県高齢者総
合相談センター
富山市舟橋南町 5-14 社会福祉会館内
包 (0764)41-4110 
・よい子の育児電話相談
子育てに関して心配や'悩みにお答えします。
n(0764) 33 -4150 (県庁生涯学習室内)

見て、聞いて、ご意見をお寄せください0

・テレビ広報
.チューリップテレビ、毎週日曜日 PM5:15 ~ 5・30

113¥るさとトークJ
・富山テレビ毎週日曜日 AM9:00 ~ 9:30 

1112万人のひろばークイズ/フォーカス・イン」
・北日本放送毎週日曜日 AM11，:00 ~ 11 :30 

「こんにちは富山県ですJ
8/3 我がまちふるさと自慢 ~朝日町~
8/ 10 日本海を巡る輪
巴/ 17 野生生物映像の祭典開幕!!
8/24 新たな魅力に彩られて ~富岩運河~
8/31 2000年へ Go!

・北日本放送毎週土曜日 AM9:30 ~ 9:45 
県教育委員会小さ芯手大きな目「あしたの家族j

・ラジオ放送
.FMとやま「ふれあいホットラインJ

県内音地かうホッ ト芯話題をおとどけします。
毎週月~金曜日 AM9:50 ~ 9・55

・新聞広報
・北日本、富山、読売、北陸中目、朝日、毎日

毎月第2、最終土曜日
「県からのお知らせ」

※都合により変更する場合がありますので、当日の新聞 テレ
ビの街頭献血案内等で己確認下さい。

。マリエとやま B階の献血ルームでは、月曜日を除く毎日 (年
末年始、マリ工休館白を除く)献血を受け付けています。

受付時間 全血献血旧 ∞-12 : 3J 14 :∞~18 ∞ 
成分献血 10 ∞~12 ∞14 ∞~ 17. 3J 

0マりエ献血ルーム (TEl0764-45 -4500) 
血液センター (TEl0764-51 -5555) 
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…
に
、
企
業
と
直
接
面
談
で
き
る
場
を
提
供
す
る
た
め
、
第
4
回
U
タ

ー
ン
フ
ェ
ア
・
イ
ン
・
と
や
ま
を
開
催
し
ま
す
。

日

時

8
月
昨
日
側
午
前
叩
時
i
午
後
3
時

場

所

テ

ク

ノ

ホ

ー

ル

…
参
加
企
業
約

1
0
0
社

(予
定
)

…
対
象
県
内
企
業
へ
就
職
を
希
望
す
る
在
職
者
及
び
来
春
大
学
等

卒
業
予
定
者

…

内

容

①
企
業
の
人
事
担
当
者
等
と
の
個
別
面
談
に
よ
る
会
社
概
要
、

人
材
需
要
等
の
説
明

②
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
職
員
等
に
よ
る
職
業
相
談
、
U
タ
ー
ン
求

職
登
録
、
職
業
能
力
開
発
に
つ
い
て
の
相
談

③
住
宅
情
報
、
教
育
情
報
、
生
活
関
連
情
報
の
提
供

問
合
せ
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
l
ク
ま
た
は

県
庁
職
業
安
定
課

2
0
7
6
4
l
判

1
4
5
6
4

・
申
央
植
物
園
企
画
展
示

圃
『
未
来
に
残
し
た
い
植
物
展
』

絶
滅
が
心
配
さ
れ
る
植
物
に
焦
点
を
当
て
、
そ
の
保
護
に
つ
い
て

…
考
え
る
展
示
で
す
。

日

時

8
月
8
日
制

i
初
日
附

午
前
9
時
l
午
後
5
時

…
場
所
中
央
植
物
園
サ
ン
ラ
イ
ト
ホ
ー
ル

(入
園
料
必
要
)

…
問
合
せ
富
山
県
中
央
植
物
園

8
0
7
6
4
1
m
l
4
1
8
7

7
;
;
?か
ι?悶

ι

最
新
の
情
報
機
器
の
展
示
や
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
マ
ル
チ
メ
デ
イ

…
ア
の
普
及
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
の
情
報
化
を
進
め
る
た
め
、
「
と

…
や
ま
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
祭
初
」
を
開
催
し
ま
す
。

…

開
催
期
間

9
月
5
日
掛
1
7
日
叩

…
会
場
富
山
市
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

(情
報
機
器
展
示
等
)

富
山
県
総
合
情
報
セ
ン
タ
ー

(各
種
イ
ベ
ン
ト
)

…
問
合
せ
と
や
ま
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
祭
釘
実
行
委
員
会
事
務
局

2
0
7
6
4
l
m
M
l
6
1
6
1
 

最
近
制
作
し
た
未
発
表
の
も
の
で
、

1
点
と
し
ま
す
。

鑑
査
の
結
果
、
入
選
し
た
作
品
の
み
を
展
示

申
込
書

(有
名
画
材
・
カ
メ
ラ
庖
等
に
用
意
)
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
申
込
み

(搬
入
日
は
別
途
指
定
)

叩
月
9
日

附

必

着

県
庁
労
政
課

8
0
7
6
4
1
糾

1
3
2
5
6

よ
院
内
い
寸
h
t
~
ふ
い
弘
、

ー母ぐ

V

1
人
1
部
門
に
つ
き

災
書
へ
の
備
え
を
忘
れ
す
に

8
月
叩
日
か

5
9
月
5
固
ま
で
の
一
週
間
は
防
災
週
間
で
す
。

災
害
を
未
然
に
防
止
し
、
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
た
め
に

は
、
災
害
に
対
す
る
日
頃
か

5
の
備
え
が
大
切
で
す
。
避
難
場
所
や

非
常
持
出
品
等
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
各
地
域
で
の
防
災
訓
練
等

へ
は
積
極
的
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
県
庁
消
防
防
災
課

告

0
7
6
4
1
判

1
3
1
8
7

日 曜日 献血場所 時間

7 日 高岡サティ前 1 O : OO~ 1 6:00 

14 日 魚津サンプラザ前 1 O:OO~ 1 6:00 

18 木 入善町商工会館前 9:30~ 16・00

19 金 城端町役場前 12:30~ 16・ 00

26 金 小矢部市役所前 9 : 30~ 1 6:00 

15 



注
文
し
た
覚
え
の
な
い
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
が
代
金
引
換
郵
便
で

、暮らしのイ
⑥ 肉、rGi ベ⑥ -

@ノミ①

白
布
に
ノ
桜
島
ら
ぐ
鮮
や
か
な
が
札

、
，
‘
夫
あ
て
に
代
金
引
換
郵
便
が
届
い
た
の
で
、
一
万
円
を

4

支
払
っ
て
受
け
取
り
ま
し
た
。
帰
宅
し
た
夫
が
開
封
し

た
ら
、
注
文
し
た
覚
え
の
な
い
成
人
向
け
ビ
デ
オ
で
し
た
。

業
者
の
住
所
は
記
載
し
て
あ
っ
た
の
で
ビ
デ
オ
は
す
ぐ
に
送

り
返
し
ま
し
た
が
、
支
払
っ
た
一
万
同
は
返
し
て
も
ら
え
る

の
で
し
ょ
う
か
つ
・

h
、

代
金
引
換
郵
便
を
受
け
取
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
で
も
、
郵
便
局
が

』
，

業
者
に
送
金
す
る
前
で
あ
れ
ば
郵
便
物
の
受
取
を
拒
否
し
、
返
金

し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
開
封
し
て
し
ま
っ
た
り
、

業
者
に
送
金
済
で
あ
っ
た
り
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
郵
便
局
で
は
返

金
し
て
も
ら
え
え
ま
せ
ん
。

こ
の
相
談
の
場
合
は
、
既
に
郵
便
局
か
ら
業
者
に
送
金
さ
れ
て
い

た
た
め
、
支
払
済
の
一
万
円
を
返
金
す
る
よ
う
に
書
い
た
書
面
を
業

者
あ
て
に
送
付
す
る
よ
う
助
言
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
後
業
者
か
ら
返

金
さ
れ
、
解
決
し
ま
し
た
。

し
か
し
こ
の
よ
う
な
事
例
の
場
合
、
業
者
の
住
所
も
電
話
番
号
も

不
明
だ
っ
た
り
、
で
た
ら
め
だ
っ
た
り
す
る
こ
と
が
多
く
、
一
度
支

払
っ
て
し
ま
っ
た
お
金
が
返
金
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
リ
ま
せ

ん
。代

金
引
換
郵
便
の
ト
ラ
ブ
ル
を
防
止
す
る
た
め
、
郵
政
省
で
は
、

①
差
出
人
に
は
、
郵
便
小
包
ラ
ベ
ル
に
内
容
、
受
取
人
及
、ひ
差
出
人

の
電
話
番
号
を
記
入
し
て
も
ら
う

②
郵
便
局
は
、
配
達
す
る
前
に

受
取
人
に
電
話
で
確
認
を
と
る

③
配
達
の
際
、
受
取
人
に
注
文
品

で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
う
え
で
受
け
取
る
よ
う
説
明
す
る
等
の

努
力
を
し
て
い
ま
す
が
、
円
滑
な
実
施
は
難
し
い
よ
う
で
す
。

私
た
ち
消
費
者
の
方
も
、
家
族
に
送
ら
れ
て
き
た
も
の
に
つ
い
て

は
、
本
人
に
確
認
し
て
も
ら
っ
た
う
え
で
受
け
取
る
よ
う
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

相
談
は
、
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
、
電
話

0
7
6
4
(口
)
9
2
3
3
、

高
岡
支
所
、
電
話
0
7
6
6
(出
)
2
7
7
7
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-R「
消
防
士
は
火
を
消
し
て
当
た
り
前
。
被

災
者
の
痛
み
を
察
し
な
け
れ
ば
:
・
」
と
鈴

木
さ
ん
は
い
う
。
て
き
ぱ
き
し
た
行
動
と
、

は
き
は
き
し
た
口
調
。
好
青
年
を
絵
に
描

い
た
よ
う
な
人
柄
に
感
動
す
ら
覚
え
た
。

こ
ん
な
人
に
火
を
消
し
て
も
ら
え
た
ら
本

望
・
:
と
い
う
の
は
少
し
言
い
過
ぎ
?

(M

・
K
)

貧
小
さ
い
頃
、
流
し
そ
う
め
ん
を
食
べ
に

連
れ
て
い
っ
て
も
ら
っ
た
。
わ
く
わ
く
し
な
が
ら
、
流

れ
て
く
る
そ
う
め
ん
を
待
つ
。
「
来
た
来
た
。
」
し
か
し
、

す
く
お
う
と
す
る
が
は
し
が
上
手
に
使
え
な
い
う
え
に

水
の
流
れ
が
速
く
な
か
な
か
う
ま
く
い
か
な
い
。
「
そ
う

め
ん
が
す
く
え
な
い
、
お
な
か
が
ふ
く
れ
な
い
。
」
不
満

が
高
ま
っ
て
き
た
頃
、
お
庖
の
人
が
「
終
わ
り
ま
し
た

よ
」
と
一
言
。
釈
然
と
し
な
い
流
し
そ
う
め
ん
の
思
い

出
だ
。

(M
・
I
)

女
田
中
か
ず
代
さ
ん
は
、
初
回
か
ら

N

ス
キ
ヤ
キ
H

に

関
わ
り
、
今
年
実
行
委
員
会
会
長
に
就
任
し
た
。
行
政

の
イ
ベ
ン
ト
で
は
気
難
し
そ
う
な
お
年
寄
り
が
実
行
委

員
長
と
い
う
ケ
ー
ス
が
多
い
が
、
田
中
さ
ん
は
本
編
写

真
の
と
お
り
若
く
て
、
お
ま
け
に
め
ち

ゃ
元
気
。
そ
れ

に
ス
タ
ッ
フ
も
二
、
三
十
代
が
ほ
と
ん
ど
で
、
若
者
の

意
見
が
即
イ
ベ
ン
ト
に
反
映
す
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て

い
る
。
ス
キ
ヤ
キ
が
年
々
輝
き
を
増
し
て
い
く
の
に
は
、

や
っ
ぱ
り
訳
が
あ
っ
た
。

(Y
・
I
)

•• ••••••••••••••••••••• 
・今月号で掲載したPINUP TOYAMAの写真 T
:を抽選で5名の方にワイド六ツ切 (25X 18 • 
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・方は、官製ハガキで下記の様式でお申し込 ・
:みください。平成9年9月24日消印有効です。:・ .
: 1 本電住氏 1 1 1 1固固固固回 1 : 

~ 1 誌 話所名 1 1 Lー」 白申 |・
-- = ・ .&- I I ーテ Eヨ | ・

・| 主 I I 真山 | ・
ii冗 II :..:; :-:;;:: 

・| ι 1 1 8 プ県 1 ~ 
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常
虹
の
滝

細
入
村
猪
谷
を
流
れ
る
猪
谷
川
が
神
通
川
に
そ
そ
ぐ
手
前
に

美
し
い
滝
が
あ
る
。
国
道
四
十
一
号
線
が
岐
阜
県
境
に
さ
し
か

か
る
手
前
を
西
に
約
二
百
メ
ー
ト
ル
山
道
に
入
る
と
、
轟
音
と

と
も
に
い
く
す
じ
も
の
滝
が
現
れ
る
。
こ
れ
ら
を
総
称
し
て

「
常
虹
の
滝
」
と
い
う
口

じ

ゃ

ぱ

み

滝
見
台
か
ら
見
て
右
に
あ
る
の
が
「
蛇
歯
見
の
滝
」
。
幅、

七
メ
ー
ト
ル
、
落
差
は
三
十
五
メ
ー
ト
ル
も
あ
り
、
断
崖
絶
壁

か
ら
大
量
の
水
が
ま
っ
す
ぐ
滝
壷
に
向
か
っ
て
流
れ
落
ち
て
い

る
。
正
面
に
は
二
筋
に
な
っ
て
流
れ
る
「
夫
婦
滝
」
が
あ
り
、

そ
の
上
段
に
は
「
大
滝
」
が
わ
ず
か
に
見
え
る
。
大
滝
の
断
崖

に
は
不
動
明
王
像
が
刻
ま
れ
て
お
り
、
別
名
「
不
動
滝
」
と
も

呼
ば
れ
て
い
る
。

さ
て
、「
常
虹
」
と
言
う
名
は
、
昭
和
の
初
め
に
こ
の
地
を

訪
れ
た
富
山
市
出
身
の
代
議
士
、
高
見
之
通
氏
が
、
滝
に
か
か

る
虹
の
美
し
さ
に
歓
喜
し
名
付
け
た
も
の
。
晴
れ
た
日
の
早
朝
、

蛇
歯
見
の
滝
に
は
し
ば
し
ば
当
時
と
変
わ
ら
な
い
鮮
や
か
な
虹

が
か
か
る
。

村
に
は
、
大
蛇
が
神
と
な
っ
て
空
に
登
っ
た
後
、
こ
れ
ら
のお

そ

滝
が
現
れ
た
と
い
う
言
い
伝
え
が
あ
っ
た
た
め
、
こ
の
地
は
畏

れ
ら
れ
、
村
人
は
ほ
と
ん
ど
滝
に
近
づ
く
こ
と
は
な
か
っ
た
。

し
か
ん
ヘ
明
治
末
期
こ
の
景
観
に
魅
せ
ら
れ
た
人
々
に
よ
り
道

が
つ
く
ら
れ
、
容
易
に
滝
が
望
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

現
在
、
常
虹
の
滝
の
周
辺
は
神
通
峡
県
定
公
園
の
一
部
と
な

っ
て
い
る
。
夏
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
と
も
な
る
と
流
し
そ
う
め
ん

の
庖
も
出
さ
れ
、
涼
を
求
め
て
多
く
の
人
々
が
訪
れ
る

D



大自然のドラマが感動を呼ぶ!
県
広
報
と
や
ま

フェスティバル '97開催~ワイJレドライフ~ジャパン

ジャパン・ワイルドライフ・フェスティパル (JW F) は、イギリスの「ワイルド

スクリーン」、アメリカの「ジャクソンホ-}レ・ワイルドライフ・フィJレム・フェス

ティバルJとともに、世界三大野生生物映像祭の一つに数えられています。

平成 5年から隔年で開催されてきたこの映像祭も今年で 3回目。今回の公募には、

世界 29か国から 367作品が寄せられています。

本フェスティバルでは、このなかから選りすぐられたグランプリノミネー卜作品や、

他の映像祭(イギリス、アメリカ)のグランプリ作品など 25本を無料で一般公開。

また、素潜りの元世界記録保持者ジヤック・マイヨール氏が、映像を上映しながらイ

ルカと海への愛情を語るほか、映画監督、羽仁進氏の動物セミナ一、 UNEP世界環

境写真展など多彩なイベントも開催予定。皆さん、どうぞご来場ください。

苦

. 平
成
9
年
8
月

企
画
発
行

富
山
県
企
画
部
広
報
課

日時・場所

女映像上映会

(JWFグランプリノミネー卜作品等を上映 入場無料)

8月 21日(木)--24日(日) 1 0:00 --1 8:00 

女前夜祭 (坂田明コンサー卜入場料 3，000円)

8月 20日(水) 18:00--

女UNEP世界環境写真展 (大人500円大高生400円中小学生300円)

8月 12日(火)--24日(日) 1 0:00 --1 8:30 

会 場/富山市民プラザ 24日(日)には、グランプリ発表、表彰式があります。

サテライト会場/高岡市美術館 黒部市吉田科学館(期間中は映像上映会ほかを開催)

問合せ/ジャパン-ワイルドライフ-フェスティパル実行委員会 ft0764(41 )2144 

明企坂田

lボランティアスタッフを募集しますo

JWFは多くのボランティアにより運宮されます。内容は、会場案内やセミナー・シンポジウム

運営、映像機器周辺作業など様々です。あなたもJWFのスタッフになりませんかっ

お問い合わせは、 JWF実行委員会事務局まで

...ジャ ック・マイヨール
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